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平成 23 年 11 月 16 日 

 

関係各位 

 

国際委員会・ルール委員会 

委員 柴沼克己 

（ISAFD&YC 委員） 

 

 

ISAFデヴェロップメント＆ユース委員会 

（Development and Youth Committee ＝ D&YC）会議報告 

 

 

見出し会議が 11 月 6 日（日）午前 9 時 30 分から午後 1 時 30 分までプエルトリコ・サンジュアン カ

リブ・ヒルトンホテルにて開催され、委員として参加しましたので以下の通り報告します。 

なおこの報告書は D&YC の報告書となっていますが、決議事項についてはカウンシルにて承認さ

れているものです。（正式にはカウンシルの議事録にて確認して下さい／今日現在は未公表です） 

文中の「036-11」等の数字は 11 年提案（サブミッション）議題番号 036 を意味します。提案の詳細について

は、ISAF の WEBSITE から取り出して見てください。 

 

記 

 

1、 開会のあいさつ……Chairman：Olivier Bovyn 

2、 前回会議の議事録 … 承認 

3、 提案（サブミッション）の審議 

3-1 昨年の会議で保留となっていた提案 

（a） 提案 022-10 （セーリングトレーニングセンター）スペイン提案･･･取り消し 

＜国際トレーニングセンターの認定と区分について＞ 

（b） 提案 058-10 （ユースとシニアの定義）スペイン提案・・・取り消し 

＜クラスに関する年齢の明確化と同等化について＞  

3‐2 2011 年の提案 

（a） 001-11 … 当委員会の委任事項に関する提案･･･承認（一部修正） 

                 「IOC 基金によるコーチのためのテクニカルコース実施について ISAF が指名

した専門家の任命・解任に関する責任」を D&YC の担当事項とする  

（b） 036-11 … 「ユース年齢幅のガイダンス」 デヴェロップメント＆ユース委員会委員長 

(以下“D&YCC”として省略記載) … 取り消し 

（c） 037-11 … 「ISAF Learn to Sail Training Programme」 D&YCC 提案･･･承認 

（d） 038-11 … 「ISAF Learn to Sail Training Programme」 国際カイトボーディング協会(以下
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（e） 039-11 … 「ISAF Recognized Training Programme」 IKBA 提案･･･承認 

（ｆ） 040-11 … 「ISAF Learn to Sail Programme」 王立オランダ・ヨッティング・ユニオン提

案･･･承認 

（ｇ） 041-11 … 「Development oｆ National Yacht Training Programmeｓ」 D&YCC 提案･･･

承認 

（ｈ） 042-11 … 「ISAF Yacht Training Programme」 韓国セーリング連盟提案･･･取り消し 

（i） 043-11 … 「ISAF Learn to Sail Programme」 王立オランダ・ヨッティング・ユニオン提 

案･･･保留 

(j) 044-11 … 「ISAF Recognized National Training Programme」 韓国セーリング連盟提 

案･･･保留 

(k) 045-11 … 「ISAF Recognized Training Programme」 南アフリカセーリング提案･･･保留 

 ＊以上 3 件の保留理由の一つは国際海事機構（IMO）との関連について論議されていた 

4、 委員会の活動 …委員長、ISAF 担当副会長 

（a） 2010 年 11 月から作業部会によりなされた進捗の見直し 

（b） 特にトレーニングとデヴェロップメントに関する ISAF 戦略計画の目標の見直し 

5、 委員長の年次報告 

（a） 2011 年 1 月 1 日からの委員会の作業に関する委員長の口頭報告 

6、 オリンピックソリダリティー 

（a）  ISAF トレーニングスカラシップに関する ISAF スカラシッププロバイダーであるリチャード・

パーシーによる口頭報告 (日本からは橋本郷氏がこのコースに参加した／全 5 名) 

（b） 2011 年コーチに関するテクニカルコースの ISAF トレーニーのトム・ウィルソンによる口頭

報告 

（c） クック島のナショナルスポーツ機構の進展に関する報告 

7、 コネクト・トゥ・セーリング 

（a） コネクト・トゥ・セーリング・スポンサーシップ提案文書の最新化 

（b） 現在のコネクト・トゥ・セーリング・パートナーの範囲と化すについてのダン・ジェスパーの

口頭報告 

（c） ISAF コネクト・トゥ・セーリング・プログラムにある指定されたトレーニング・プロバイダーの

範囲の最新化 

8、 ISAF ユースワールド 

（a） クロアチア・ザダールで開催された ISAF ユースワールドについての報告 

9、 クラスからの報告 

（a）デヴェロップメント・プログラムと新しい試みに関する ISAF クラスからの何らかの新しい報告 

10、 2011“Recognized Training”認定 

11、 勧告 ・・・ 特に無し 

12、 その他の事項・・・ 特に無し 

以上 


